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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値に基いて付加的なサービスを提
供するシステムであって、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に前記第１の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に前記第２の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから異なる２種類の識別コードが同
時にもしくは期間をおいて別々に入力されたときに、この入力された識別コードの一方が
前記第１の識別コードであり、他方が前記第２の識別コードであることを確認した上で、
前記ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介して所定のサービスを提供
するサービス提供手段と、
　を備えることを特徴とする商品についての付加サービス提供システム。
【請求項２】
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　市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値に基いて付加的なサービスを提
供するシステムであって、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に前記第１の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に前記第２の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから識別コードが入力されたときに
、この入力された識別コードが前記第１の識別コードまたは前記第２の識別コードである
ことを確認し、前記第１の識別コードまたは前記第２の識別コードのいずれか一方が入力
されたことを条件として、前記ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介
して第１属性のサービスを提供し、前記第１の識別コードおよび前記第２の識別コードの
双方が入力されたことを条件として、前記ユーザが操作する端末装置に対して、インター
ネットを介して第２属性のサービスを提供するサービス提供手段と、
　を備えることを特徴とする商品についての付加サービス提供システム。
【請求項３】
　市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値に基いて付加的なサービスを提
供するシステムであって、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に前記第１の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に前記第２の識別コードを付加するために、当該商品のパ
ッケージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷
物を添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから識別コードが入力されたときに
、この入力された識別コードが前記第１の識別コードまたは前記第２の識別コードである
ことを確認し、前記第１の識別コードが入力されたことを条件として、前記ユーザが操作
する端末装置に対して、インターネットを介して第１属性のサービスを提供し、前記第２
の識別コードが入力されたことを条件として、前記ユーザが操作する端末装置に対して、
インターネットを介して第２属性のサービスを提供し、前記第１の識別コードおよび前記
第２の識別コードの双方が入力されたことを条件として、前記ユーザが操作する端末装置
に対して、インターネットを介して第３属性のサービスを提供するサービス提供手段と、
　を備えることを特徴とする商品についての付加サービス提供システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の付加サービス提供システムにおいて、
　ユーザから第１の識別コードと第２の識別コードとの双方が入力された場合に、これら
２種類の識別コードの入力順に応じて、サービス提供手段から提供されるサービスの内容
を変えることを特徴とする商品についての付加サービス提供システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の付加サービス提供システムにおいて、
　第１の識別コードまたは第２の識別コードのいずれか一方または双方に、複数通りのパ
ターンを用意しておき、入力された識別コードのパターンに応じて、サービス提供手段か
ら提供されるサービスの内容を変えることを特徴とする商品についての付加サービス提供
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システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の付加サービス提供システムにおいて、
　サービス提供手段により提供されるサービスとして、ユーザに対するゲームの提供、ク
イズの提供、または易情報の提供を行うことを特徴とする商品についての付加サービス提
供システム。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の付加サービス提供システムにおいて、
　サービス提供手段が、第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段と通
信する機能を有し、第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段への問合
せにより、入力された識別コードについての確認処理を行うことを特徴とする商品につい
ての付加サービス提供システム。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれかに記載の付加サービス提供システムにおいて、
　第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段が、それぞれ所定のアルゴ
リズムに基いて第１の識別コードおよび第２の識別コードを発生する機能を有し、
　サービス提供手段が、前記所定のアルゴリズムに基いて、入力された識別コードについ
ての確認処理を行うことを特徴とする商品についての付加サービス提供システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値に基いて付加的なサ
ービスを提供するシステムに関し、特に、商品に付与された識別コードを用いてインター
ネット経由でアクセスしてきたユーザに対して、ゲーム、クイズ、易情報などを提供する
技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
個々の商品が本来備えている価値とは別に、その商品の機能とは直接関係しない付加価値
を与えることにより販売促進を図る、という手法は古くから利用されてきた古典的手法で
あり、現在も種々の商品について利用されている。たとえば、本来の商品である菓子に「
おまけ」として玩具を添附して販売したり、逆に、本来の商品である玩具に「おまけ」と
して菓子を添附して販売したりする手法は、典型的な販売促進方法として現在も広く利用
されている。この他、景品引換券や懸賞応募券といった「クーポン券」を商品に添附する
ような方法も広く行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、商品に「おまけ」や「クーポン券」を添附するという手法は、現在でも
十分に効果のある販売促進手法である。しかしながら、パソコンや携帯電話の普及により
、社会生活の基盤として、インターネットなどの新しい情報メディアが占める割合は今後
も益々高まってゆくものと思われ、商品に与える付加価値も、インターネットなどの新し
い電子情報メディアにおける利用を念頭に入れて考慮する必要がある。特に、若年層のイ
ンターネット利用度は極めて高く、このような若年層をターゲットとする商品については
、従来の「おまけ」や「クーポン券」に代わる新たな付加価値を付与した販売形態が求め
られている。
【０００４】
　そこで本発明は、電子情報メディアへの利用に適した付加価値を商品に付与することに
より効果的な販売促進が期待できる付加サービス提供システムを提供することを目的とす
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
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　(1) 　本発明の第１の態様は、市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値
に基いて付加的なサービスを提供する機能を有する商品についての付加サービス提供シス
テムにおいて、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に第１の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に第２の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから異なる２種類の識別コードが同
時にもしくは期間をおいて別々に入力されたときに、この入力された識別コードの一方が
第１の識別コードであり、他方が第２の識別コードであることを確認した上で、ユーザが
操作する端末装置に対して、インターネットを介して所定のサービスを提供するサービス
提供手段と、
　を設けるようにしたものである。
【００１３】
　(2) 　本発明の第２の態様は、市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値
に基いて付加的なサービスを提供する機能を有する商品についての付加サービス提供シス
テムにおいて、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に第１の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に第２の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから識別コードが入力されたときに
、この入力された識別コードが第１の識別コードまたは第２の識別コードであることを確
認し、第１の識別コードまたは第２の識別コードのいずれか一方が入力されたことを条件
として、ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介して第１属性のサービ
スを提供し、第１の識別コードおよび第２の識別コードの双方が入力されたことを条件と
して、ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介して第２属性のサービス
を提供するサービス提供手段と、
　を設けるようにしたものである。
【００１４】
　(3) 　本発明の第３の態様は、市場に流通させる商品に付加価値を与え、この付加価値
に基いて付加的なサービスを提供する機能を有する商品についての付加サービス提供シス
テムにおいて、
　第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発生手段と、
　第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段と、
　第１の事業者が出荷する商品に第１の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
添付する機能を有する第１の識別コード付加手段と、
　第２の事業者が出荷する商品に第２の識別コードを付加するために、当該商品のパッケ
ージに識別コードを印刷する機能もしくは当該商品のパッケージに識別コードの印刷物を
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添付する機能を有する第２の識別コード付加手段と、
　ユーザが操作する端末装置に対してインターネットを介してＷｅｂページを提供する機
能を有し、このＷｅｂページ上の指示に従ってユーザから識別コードが入力されたときに
、この入力された識別コードが第１の識別コードまたは第２の識別コードであることを確
認し、第１の識別コードが入力されたことを条件として、ユーザが操作する端末装置に対
して、インターネットを介して第１属性のサービスを提供し、第２の識別コードが入力さ
れたことを条件として、ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介して第
２属性のサービスを提供し、第１の識別コードおよび第２の識別コードの双方が入力され
たことを条件として、ユーザが操作する端末装置に対して、インターネットを介して第３
属性のサービスを提供するサービス提供手段と、
　を設けるようにしたものである。
【００１５】
　(4) 　本発明の第４の態様は、上述の第１～第３の態様に係る商品についての付加サー
ビス提供システムにおいて、
　ユーザから第１の識別コードと第２の識別コードとの双方が入力された場合に、これら
２種類の識別コードの入力順に応じて、サービス提供手段から提供されるサービスの内容
を変えるようにしたものである。
【００１６】
　(5) 　本発明の第５の態様は、上述の第１～第４の態様に係る商品についての付加サー
ビス提供システムにおいて、
　第１の識別コードまたは第２の識別コードのいずれか一方または双方に、複数通りのパ
ターンを用意しておき、入力された識別コードのパターンに応じて、サービス提供手段か
ら提供されるサービスの内容を変えるようにしたものである。
【００１７】
　(6) 　本発明の第６の態様は、上述の第１～第５の態様に係る商品についての付加サー
ビス提供システムにおいて、
　サービス提供手段により提供されるサービスとして、ユーザに対するゲームの提供、ク
イズの提供、または易情報の提供を行うようにしたものである。
【００２０】
　(7) 　本発明の第７の態様は、上述の第１～第６の態様に係る商品についての付加サー
ビス提供システムにおいて、
　サービス提供手段が、第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段と通
信する機能を有し、第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段への問合
せにより、入力された識別コードについての確認処理を行うようにしたものである。
【００２１】
　(8) 　本発明の第８の態様は、上述の第１～第６の態様に係る商品についての付加サー
ビス提供システムにおいて、
　第１の識別コード発生手段および第２の識別コード発生手段が、それぞれ所定のアルゴ
リズムに基いて第１の識別コードおよび第２の識別コードを発生する機能を有し、
　サービス提供手段が、この所定のアルゴリズムに基いて、入力された識別コードについ
ての確認処理を行うようにしたものである。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図示する実施形態に基いて説明する。
【００２４】
§１．発明を実施する上での基本構成
図１は、本発明の一実施形態に係る商品についての付加サービス提供システムの基本構成
を示すブロック図である。このシステムの特徴は、第１の事業者Ｘ（ここでは、説明の便
宜上、菓子メーカーであったとする）が出荷する商品ｘ（この例では菓子）と、第２の事
業者Ｙ（ここでは、説明の便宜上、玩具メーカーであったとする）が出荷する商品ｙ（こ
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の例では玩具）と、を市場に流通させるにあたって、それぞれ付加価値を与えるようにし
、商品ｘに与えられた付加価値と商品ｙに与えられた付加価値とを連携させることにより
、付加的なサービスの提供を行う点にある。
【００２５】
このシステムの基本的な構成要素は、第１の識別コードを発生させる第１の識別コード発
生手段１０、第２の識別コードを発生させる第２の識別コード発生手段２０、第１の事業
者Ｘが出荷する商品ｘに第１の識別コードを付加する第１の識別コード付加手段１１、第
２の事業者Ｙが出荷する商品ｙに第２の識別コードを付加する第２の識別コード付加手段
２１、ユーザに対して所定のサービスを提供するサービス提供手段３０である。
【００２６】
第１の識別コード発生手段１０および第２の識別コード発生手段２０で発生させる識別コ
ードは、どのようなコードであってもかまわない。一般的には、数桁の数字や英文字、あ
るいはこれらの組み合わせからなるコードを用いればよい。第１の識別コードは商品ｘに
付与され、第２の識別コードは商品ｙに付与されることになるが、実用上は、付与される
各識別コードは個々の商品ごとに異なるユニークな番号となるようにしておくのが好まし
い。したがって、実際には、商品の出荷数量を考慮して、各商品ごとにユニークな識別コ
ードが付与できるように、各識別コードを構成する数字や英文字の桁数を十分に確保して
おくのが好ましい。もっとも、生鮮食品など、商品の性質から流通過程に長期間滞留する
ことがない場合には、一定期間内に出荷される商品に関してユニークな識別コードが付与
されるようにしておけば十分である。ここでは、説明の便宜上、第１の識別コード発生手
段１０で発生される識別コードをＩＤ（Ａ）と表現し、第２の識別コード発生手段２０で
発生される識別コードをＩＤ（Ｂ）と表現することにする。もちろん、識別コードＩＤ（
Ａ）やＩＤ（Ｂ）は、それぞれ各商品ごとに異なっている。
【００２７】
第１の識別コード付加手段１１は、第１の識別コード発生手段１０で発生した第１の識別
コードＩＤ（Ａ）を、第１の事業者Ｘが出荷する製品ｘに付加する機能を有していれば、
具体的には、どのような装置で構成してもかまわない。同様に、第２の識別コード付加手
段２１も、第２の識別コード発生手段２０で発生した第２の識別コードＩＤ（Ｂ）を、第
２の事業者Ｙが出荷する製品ｙに付加する機能を有していれば、具体的には、どのような
装置で構成してもかまわない。識別コードを商品に付加する最も簡単な方法は、出荷する
商品のパッケージに識別コードを印刷する方法である。この場合は、商品パッケージの印
刷装置が、識別コード付加手段１１，２１として機能し、識別コードＩＤ（Ａ），ＩＤ（
Ｂ）は、商品パッケージの一部に刷り込まれることになる。ただ、商品パッケージに識別
コードを刷り込む方式の場合、店頭で商品を購入せずに、識別コードのみをメモし、これ
を利用してしまう、という不正が行われる可能性があるので、実用上は、パッケージを開
封しないと目に触れない箇所に印刷するとか、識別コードの印刷部分を覆い隠すような包
装を施すなどの工夫が必要になる。この他、商品パッケージとは別に、識別コードＩＤ（
Ａ），ＩＤ（Ｂ）が提示された印刷物を作成し、この識別コードの印刷物を商品パッケー
ジ内に添附してもよい。この場合は、印刷物を作成する印刷装置と、これをパッケージに
同梱させるための装置が、識別コード付加手段１１，２１として機能することになる。識
別コードが印刷された印刷物として、たとえば、キャラクターカードなどのいわゆる「お
まけ」を利用することも可能である。
【００２８】
本発明の基本概念は、このようにして、第１の識別コードＩＤ（Ａ）が付加された商品ｘ
（菓子）と、第２の識別コードＩＤ（Ｂ）が付加された商品ｙ（玩具）と、を市場に流通
させ、これら双方を購入したユーザに対して、付加的なサービスを提供しよう、という点
にある。付加的なサービスの提供方法としては、種々の方法が考えられるが、本願発明者
が最も有効と考えている方法は、インターネットを利用した方法である。そこで、ここで
述べる実施形態では、サービス提供手段３０が、インターネット４０を利用して、ユーザ
に対して所定のサービスを提供する例について述べることにする。したがって、この実施
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形態では、サービスを受けるユーザは、インターネット４０に接続する環境を有している
必要がある。図示の端末装置５１～５３（実際には、多数の端末装置がインターネット４
０に接続されている）は、いずれもユーザがインターネット４０に接続するために操作す
る端末装置であり、具体的には、パソコンや携帯電話などによって構成される。一方、サ
ービス提供手段３０は、インターネット４０に接続されたサーバ装置によって構成されて
いる。一般的には、サービス提供手段３０をＷｅｂサーバ装置によって構成し、端末装置
５１～５３にインストールされたＷｅｂブラウザソフトウエアを利用して、サービス提供
手段３０へのアクセスが可能なようにしておけばよい。
【００２９】
ここでは、あるユーザが、商品ｘと商品ｙとの双方を購入し、端末装置５１を用いてサー
ビス提供手段３０からのサービスの提供を受けるまでの手順を説明しよう。ユーザは、ま
ず、端末装置５１のＷｅｂブラウザ機能を用いて、サービス提供手段３０（Ｗｅｂサーバ
装置）がインターネット４０上で公開している所定のＷｅｂページにアクセスする。この
ようなアクセスを行うために必要な情報、すなわち、当該ＷｅｂページのＵＲＬアドレス
は、たとえば、商品ｘや商品ｙのパッケージや説明書に記載しておくようにすればよい。
【００３０】
サーバ装置３０は、図２に示すように、３つの機能を有している。第１の機能は、識別コ
ードの入力機能であり、インターネット４０を介して、端末装置５１から入力された識別
コードを取り込む機能である。ユーザは、サーバ装置３０から提示されるＷｅｂページ上
の指示に従って、商品ｘあるいは商品ｙに付加されてきた識別コードを、端末装置５１か
ら入力する操作を行うことになる。
【００３１】
第２の機能は、識別コードの確認機能であり、上述の第１の機能によって取り込まれた識
別コードが、第１の識別コード発生手段１０で発生された第１の識別コードＩＤ（Ａ）で
あるか否か、第２の識別コード発生手段２０で発生された第２の識別コードＩＤ（Ｂ）で
あるか否か、を確認する機能である。図１に示す実施形態では、サーバ装置３０は、第１
の識別コード発生手段１０および第２の識別コード発生手段２０と通信する機能を有して
おり（図１には、インターネット４０とは別個の通信手段により通信を行う例が示されて
いるが、もちろん、インターネット４０経由で通信を行ってもかまわない）、第１の識別
コード発生手段１０および第２の識別コード発生手段２０への問合せにより、入力された
識別コードについての確認処理を行うことができる。この場合、第１の識別コード発生手
段１０および第２の識別コード発生手段２０には、それぞれ過去に発行した識別コードを
記録格納しておくようにし、サーバ装置３０から特定の識別コードについての問合せがあ
ったときに、過去の記録を参照することにより、当該識別コードが過去に発行した識別コ
ードであるか否かを回答できるようにしておく。サーバ装置３０は、この回答に基いて、
ユーザが入力した識別コードが、第１の識別コードＩＤ（Ａ）であるか否か、第２の識別
コードＩＤ（Ｂ）であるか否か、を確認することができる。
【００３２】
なお、サーバ装置３０の第２の機能は、必ずしも第１の識別コード発生手段１０あるいは
第２の識別コード発生手段２０に対する問合せに基いて行う必要はない。たとえば、第１
の識別コード発生手段１０および第２の識別コード発生手段２０が、それぞれ所定のアル
ゴリズムに基いて第１の識別コードＩＤ（Ａ）および第２の識別コードＩＤ（Ｂ）を発生
する機能を有していた場合には、この所定のアルゴリズムに基いて、ユーザが入力した識
別コードが、第１の識別コード発生手段１０で発生された第１の識別コードＩＤ（Ａ）で
あるのか、第２の識別コード発生手段２０で発生された第２の識別コードＩＤ（Ｂ）であ
るのか、を確認する処理をサーバ装置３０に行わせることも可能である。たとえば、特定
の秘密コードに特定の演算を施すことによって識別コードを生成するようなアルゴリズム
を用いることにすれば（秘密コードまたはアルゴリズムは、第１の識別コード発生手段１
０と第２の識別コード発生手段２０とで異ならせておく）、ある識別コードが、特定の秘
密コードや特定のアルゴリズムに基いて発生されたものであるか否かの検証が可能である
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。このような場合は、第１の識別コード発生手段１０や第２の識別コード発生手段２０へ
問合せを行うことなしに、サーバ装置３０内で検証処理を行うことにより、ユーザから入
力された識別コードが、第１の識別コードＩＤ（Ａ）であるのか、第２の識別コードＩＤ
（Ｂ）であるのかを確認することができる。
【００３３】
サーバ装置３０の第３の機能は、サービスの提供機能である。提供対象となるサービスは
、ユーザに対するサービスであれば、どのようなサービスでもかまわない。ただ、ここに
示す実施形態では、サービス提供手段３０は、インターネット４０に接続されたＷｅｂサ
ーバ装置によって構成されているので、ユーザに対するサービスも、インターネット４０
を利用して端末装置５１に対して提供できるサービスにするのが好ましい。たとえば、ユ
ーザに対するゲームの提供、クイズの提供、または易情報の提供などのサービスは、イン
ターネット４０を利用して提供するのに適している。これら具体的なサービスの内容につ
いては、後に実施例として述べることにする。
【００３４】
§２．サービスの提供形態
上述したように、サーバ装置３０の第３の機能として実施されるサービスの提供は、第２
の機能として実施された識別コードの確認結果に応じて行われることになる。すなわち、
ユーザから入力された識別コードについての確認が行われたことを条件として、当該ユー
ザに対するゲームの提供、クイズの提供、または易情報の提供などのサービスが行われる
ことになり、ユーザがでたらめな識別コードを入力した場合には、何らサービスの提供が
行われるわけではない。サービスの提供を受けるためには、ユーザは、商品に添附されて
いた正しい識別コードを入力する必要がある。このように、正しい識別コードの入力を条
件としたサービス提供方式は、商品を購入していない者が、不正な手段で、サービスの提
供を受けることを防ぐことができ、著作権保護の観点からも有益である。なお、本発明を
実施する上では、正しい識別コードには、第１の識別コードＩＤ（Ａ）と、第２の識別コ
ードＩＤ（Ｂ）との２種類がある。ここで、どの識別コードが入力された場合に、どのよ
うなサービスを提供するか、という点については、いろいろな取り扱いが可能であるが、
基本的には、図３に示すような３種類の実施形態を考えることができる。
【００３５】
図３に示す実施形態１は、ユーザから第１の識別コードＩＤ（Ａ）と第２の識別コードＩ
Ｄ（Ｂ）とが入力された場合に限り、所定のサービスＳを提供する、という取り扱いをす
るものである。すなわち、ＩＤ（Ａ）ａｎｄＩＤ（Ｂ）というＡＮＤ条件が満たされた場
合にだけ、サービスＳが提供されることになり、それ以外の場合には、サービスは提供さ
れない。図１に示す例の場合、ＩＤ（Ａ）は商品ｘ（菓子）に添附されている識別コード
であり、ＩＤ（Ｂ）は商品ｙ（玩具）に添附されている識別コードであるから、菓子と玩
具との双方を購入したユーザだけが（ＩＤ（Ａ）とＩＤ（Ｂ）との双方を得ることができ
たユーザだけが）、サービスＳの提供を受けることができる。実用上は、菓子メーカーで
ある第１の事業者Ｘと、玩具メーカーである第２の事業者Ｙとが、共同で「○○菓子と○
○玩具とを購入すると、インターネット上でゲーム、クイズ、占いなどで遊べる」という
販売促進用キャンペーンを行うことになる。菓子のみを購入したユーザは、第１の識別コ
ードＩＤ（Ａ）しか得ることができないので、第２の識別コードＩＤ（Ｂ）を得るために
玩具を購入しようと意図するであろうし、逆に、玩具のみを購入したユーザは、第２の識
別コードＩＤ（Ｂ）しか得ることができないので、第１の識別コードＩＤ（Ａ）を得るた
めに菓子を購入しようと意図するであろう。このように、本発明のメリットのひとつは、
異なる複数の事業者が相互に連携をとることにより、効果的な販売促進を図ることができ
る点にある。
【００３６】
なお、この実施形態１を採る場合には、サーバ装置３０は、第１の機能において、ユーザ
から異なる２種類の識別コードを入力し、第２の機能において、この入力した識別コード
の一方が第１の識別コードＩＤ（Ａ）であり、他方が第２の識別コードＩＤ（Ｂ）である
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ことを確認し、この確認が得られることを条件として、第３の機能において、当該ユーザ
に対してインターネット４０を利用してサービスＳを提供する、という処理を行うことに
なる。
【００３７】
上述した実施形態１では、商品ｘ（菓子）のみを購入したユーザや、商品ｙ（玩具）のみ
を購入したユーザには、何らサービスの提供は行われなかった。これは、サービスＳの提
供を受けるための前提条件が、ＩＤ（Ａ）ａｎｄＩＤ（Ｂ）という第１の識別コードと第
２の識別コードとの双方の入力がなされたとき、という条件設定をしたためである。しか
しながら、現実的には、商品ｘ（菓子）と商品ｙ（玩具）とを同時に購入するケースより
も、いずれか一方を先に購入するというケースの方が圧倒的に多いと考えられる。そこで
、実用上は、いずれか一方の識別コードしか入手できていない場合にも、何らかのサービ
スの提供が受けられるようにする方が好ましい。
【００３８】
図３に示す実施形態２は、このような観点に基く実施形態であり、ユーザから第１の識別
コードＩＤ（Ａ）または第２の識別コードＩＤ（Ｂ）のいずれか一方が入力された場合に
は、第１属性のサービスＳ１１を提供し、双方がともに入力された場合には、第２属性の
サービスＳ１２を提供する、という取り扱いをするものである。ここで、第１属性のサー
ビスＳ１１と第２属性のサービスＳ１２とは、後述する実施例に示されているように、内
容や品質が異なるサービスであり、一般的には、第２属性のサービスＳ１２の方が、内容
や品質が高くなるようにする。結局、ＩＤ（Ａ）ｏｒＩＤ（Ｂ）というＯＲ条件が満たさ
れれば、一応、第１属性のサービスの提供を受けることができるが、ＩＤ（Ａ）ａｎｄＩ
Ｄ（Ｂ）というＡＮＤ条件が満たされた場合には、より内容や品質が充実した第２属性の
サービスの提供を受けることができるようになる。このような実施形態では、菓子のみを
購入したユーザや、玩具のみを購入したユーザは、とりあえず第１属性のサービスＳ１１
の提供を受けることができるが、この第１属性のサービスＳ１１の提供を受けることによ
って、更に内容や品質の充実した第２属性のサービスＳ１２の提供を受けたいと意図する
ことになり、やはり十分な販売促進効果を得ることができる。
【００３９】
なお、この実施形態２を採る場合には、サーバ装置３０は、第１の機能において、ユーザ
から識別コードを入力し、第２の機能において、この入力した識別コードが第１の識別コ
ードＩＤ（Ａ）または第２の識別コードＩＤ（Ｂ）であることを確認し、第３の機能にお
いては、この確認結果に応じて、第１の識別コードＩＤ（Ａ）または第２の識別コードＩ
Ｄ（Ｂ）のいずれか一方が入力された場合には、当該ユーザに対してインターネット４０
を利用して第１属性のサービスＳ１１を提供し、第１の識別コードＩＤ（Ａ）および第２
の識別コードＩＤ（Ｂ）の双方が入力された場合には、当該ユーザに対してインターネッ
ト４０を利用して第２属性のサービスＳ１２を提供する、という処理を行うことになる。
【００４０】
図３に示す実施形態３は、上述の実施形態２を更に変形した実施形態である。すなわち、
上述の実施形態２では、第１の識別コードＩＤ（Ａ）または第２の識別コードＩＤ（Ｂ）
のいずれか一方が入力された場合には、いずれの場合であっても第１属性のサービスＳ１
１を提供していたが、この実施形態３では、第１の識別コードＩＤ（Ａ）が入力された場
合には、第１属性のサービスＳ２１を提供し、第２の識別コードＩＤ（Ｂ）が入力された
場合には、第２属性のサービスＳ２２を提供し、両方の識別コードＩＤ（Ａ）ａｎｄＩＤ
（Ｂ）が入力された場合には、第３属性のサービスＳ２３を提供する、という取り扱いを
するものである。ここで、第１属性のサービスＳ２１、第２属性のサービスＳ２２、第３
属性のサービスＳ２３は、互いに内容や品質が異なるサービスであり、一般的には、第１
属性のサービスＳ２１および第２属性のサービスＳ２２の品質は同程度であってよいが、
これらに比べて第３属性のサービスＳ２３は、内容や品質を高めておくようにすればよい
。
【００４１】
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この実施形態３を採る場合には、サーバ装置３０は、第１の機能において、ユーザから識
別コードを入力し、第２の機能において、この入力した識別コードが第１の識別コードＩ
Ｄ（Ａ）または第２の識別コードＩＤ（Ｂ）であることを確認し、第３の機能においては
、この確認結果に応じて、第１の識別コードＩＤ（Ａ）が入力された場合には、当該ユー
ザに対してインターネット４０を利用して第１属性のサービスＳ２１を提供し、第２の識
別コードＩＤ（Ｂ）が入力された場合には、当該ユーザに対してインターネット４０を利
用して第２属性のサービスＳ２２を提供し、第１の識別コードＩＤ（Ａ）および第２の識
別コードＩＤ（Ｂ）の双方が入力された場合には、当該ユーザに対してインターネット４
０を利用して第３属性のサービスＳ２３を提供する、という処理を行うことになる。
【００４２】
なお、実用上は、同一の識別コードの入力によるサービス提供の回数には制限を定めてお
くのが好ましい。たとえば、同一識別コードによるサービス提供回数を３回に制限したと
すると、図３の実施形態３の場合、同一の識別コードＩＤ（Ａ）の入力に応じてサービス
Ｓ２１の提供を受けられる回数は３回までということになり、同一の識別コードＩＤ（Ｂ
）の入力に応じてサービスＳ２２の提供を受けられる回数は３回までということになり、
また、同一の識別コードＩＤ（Ａ）ａｎｄＩＤ（Ｂ）の入力に応じてサービスＳ２３の提
供を受けられる回数も３回までということになる。このように回数制限を課するようにし
ておけば、制限回数が満了してしまった場合には、ユーザは新しい商品を再び購入して新
たな識別コードを入手しようと意図することになるので、十分な販売促進効果が得られる
ようになる。このような回数制限を行うには、サーバ装置３０内において、どの識別コー
ドの入力によってどのサービスがこれまでに何回提供されたかをカウントしておくように
すればよい。
【００４３】
また、上述の各実施形態において、ＩＤ（Ａ）ａｎｄＩＤ（Ｂ）のようなＡＮＤ条件が満
たされることを前提として所定のサービスを提供する場合、第１の識別コードＩＤ（Ａ）
と第２の識別コードＩＤ（Ｂ）とは、必ずしも同時に入力される必要はなく、同一の端末
装置５１（もしくは、同一のユーザが操作する別な端末装置であってもよい）から２つの
識別コードが入力されたことが確認できれば、両識別コードの入力時期に期間的隔たりが
あってもかまわない。たとえば、上述の実施形態３が実施されている場合に、菓子のみを
購入したユーザが第１の識別コードＩＤ（Ａ）を用いてアクセスを行えば、サービスＳ２
１の提供を受けることができる。このとき、当該ユーザからこの識別コードＩＤ（Ａ）を
用いたアクセスがあったことを記録しておくようにすれば、後日、再び当該ユーザからの
アクセスがあった場合には、当該ユーザについては既に識別コードＩＤ（Ａ）が入力済み
であることを認識することができる。したがって、このユーザが後日、玩具を購入して第
２の識別コードＩＤ（Ｂ）を入手し、この識別コードＩＤ（Ｂ）を用いてアクセスを行え
ば、サービスＳ２２の提供を受けることができるのは勿論であるが、当該ユーザに関して
は、第１の識別コードＩＤ（Ａ）と第２の識別コードＩＤ（Ｂ）との双方が、時間差をも
って入力されたことが確認できるので、当該ユーザは、サービスＳ２３の提供を受けるこ
ともできるようになる。
【００４４】
本発明を実施する上で、個々のユーザからのアクセスの履歴を記録しておくようにすれば
、各ユーザごとにサービスの利用履歴を作成することができ、個々のユーザごとに、どの
程度の頻度で商品ｘ，ｙを購入しているか、どのようなサービスの提供を受けているか、
どのような時間帯にサービスの提供を受けているか、といった情報を取得することができ
、他の販売促進キャンペーンなどを行う場合に参考にすることができる。また、各商品に
付与した識別コードという情報がインターネット４０経由で戻ってくることになるので、
流通履歴の管理を行うことも可能になる。たとえば、識別コード付加手段１１，２１にお
いて、どの識別コードをいつ出荷した商品に付加したか、という情報を記録しておくよう
にすれば、ある時期に出荷した商品がいつごろユーザの手に渡るのか、といった流通過程
における滞留時間を把握することも可能である。あるいは、関東地区へ出荷する商品に付
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加する識別コードと、関西地区へ出荷する商品に付加する識別コードとを変える、という
ように、出荷地区ごとにそれぞれ付加する識別コードを区別できるようにしておけば、ど
の地区のユーザのサービス利用頻度が高いか、といった情報を得ることもできるようにな
る。
【００４５】
§３．いくつかの変形例
続いて、これまでに述べてきた実施形態の変形例をいくつか述べておく。
【００４６】
(1) 　図４に示す実施形態１＊，２＊，３＊は、図３に示す実施形態１，２，３のそれぞ
れの変形例を示すものであり、ユーザから第１の識別コードＩＤ（Ａ）と第２の識別コー
ドＩＤ（Ｂ）との双方が入力された場合に、これら２種類の識別コードの入力順に応じて
、提供すべきサービスの内容を変えるようにしたものである。たとえば、実施形態１＊の
場合、２つの識別コードを、ＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の順に入力した場合には、サービス
Ｓａが提供され、逆に、ＩＤ（Ｂ），ＩＤ（Ａ）の順に入力した場合には、サービスＳｂ
が提供されることになる。また、実施形態２＊の場合であれば、２つの識別コードを、Ｉ
Ｄ（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の順に入力した場合には、サービスＳ１２ａが提供され、逆に、Ｉ
Ｄ（Ｂ），ＩＤ（Ａ）の順に入力した場合には、サービスＳ１２ｂが提供されることにな
る。同様に、実施形態３＊の場合であれば、２つの識別コードを、ＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ｂ
）の順に入力した場合には、サービスＳ２３ａが提供され、逆に、ＩＤ（Ｂ），ＩＤ（Ａ
）の順に入力した場合には、サービスＳ２３ｂが提供されることになる。このように、複
数の識別コードの入力順に基いて、提供されるべきサービスの内容を変えるようにすれば
、よりバリエーションに富んだサービス提供が可能になる。
【００４７】
(2) 　図５に示す実施形態３＊＊は、図３に示す実施形態３の別な変形例を示すものであ
り、第１の識別コードＩＤ（Ａ）と第２の識別コードＩＤ（Ｂ）に、それぞれ複数通りの
パターンを用意しておき、入力された識別コードのパターンに応じて、提供されるサービ
スの内容を変えるようにしたものである。図示の例では、第１の識別コードＩＤ（Ａ）に
は、ＩＤ（Ａ１）とＩＤ（Ａ２）との２とおりのパターンが用意されており、実際に商品
ｘに付与されている識別コードは、この２とおりのパターンのうちのいずれか一方に所属
することになる。同様に、第２の識別コードＩＤ（Ｂ）にも、ＩＤ（Ｂ１）とＩＤ（Ｂ２
）との２とおりのパターンが用意されており、実際に商品ｙに付与されている識別コード
は、この２とおりのパターンのうちのいずれか一方に所属することになる。このように、
第１の識別コードおよび第２の識別コードにそれぞれ複数通りのパターンを用意しておけ
ば、その組み合わせによって、提示すべきサービスを種々変えることができ、バリエーシ
ョンに富んだサービス提供が可能になる。図５に示す例の場合、種々の組み合わせにより
、サービスＳ１～Ｓ１０の１０通りのサービスを選択的に提供することが可能になる。も
ちろん、２つの識別コードを入力するケースについては、更に入力順に応じてサービスの
内容を変えるようにすれば、更にバリエーションを増やすことも可能である。なお、複数
通りのパターンを用意した場合には、個々の商品ごとに、あるいは価格帯が共通する商品
群ごとに、それぞれ異なるパターンの識別コードを付与するようにすれば、商品ごとに与
える付加価値にバリエーションをつけることができる。
【００４８】
(3) 　図１にブロック図として示した構成は、本発明に係るシステムの機能に着目して、
このシステムを機能ブロックとして示したものであり、実際の装置構成を示すものではな
い。したがって、たとえば、図示の構成例では、第１の識別コード発生手段１０と第１の
識別コード付加手段１１とが別の構成要素となっており、第２の識別コード発生手段２０
と第２の識別コード付加手段２１とが別の構成要素となっているが、手段１０と手段１１
とを同一の装置で構成してもかまわないし、手段２０と手段２１とを同一の装置で構成し
てもかまわない。また、第１の識別コード発生手段１０と第２の識別コード発生手段２０
とを同一の装置（たとえば、同一のコンピュータ）によって構成してもよいし、更に、こ
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れら手段１０，２０を、サービス提供手段３０（たとえば、同一のサーバ装置）内に組み
込んでしまってもかまわない。
【００４９】
(4) 　上述の実施形態では、各識別コードの商品への付加は、数字や文字などを商品パッ
ケージに印刷したり、数字や文字などの印刷物を商品パッケージに同梱したりすることに
よって行われ、ユーザは、このように肉眼で認識可能な態様で商品に付加されている識別
コードを、端末装置を操作して入力することになる。しかしながら、商品へ識別コードを
付加する手法は、必ずしも肉眼で認識可能な態様で行う必要はない。たとえば、バーコー
ドの形式で商品に付加したり、磁気記録媒体や光記録媒体に記録した形式で商品に付加し
たりすることもできる。この場合、ユーザは、バーコードリーダや、各記録媒体用のデー
タ読取装置を用いて、識別コードを端末装置に入力する操作を行うことになる。
【００５０】
(5) 　上述の実施形態は、インターネットを介して、識別コードの入力を行い、サービス
の提供を行っているが、本発明を実施する上では、必ずしもインターネットを介する必要
はない。たとえば、ユーザ自身が所有するパソコン、携帯電話、ゲーム機器などをサービ
ス提供手段３０として利用することも可能である。具体的には、たとえば、ＣＤ－ＲＯＭ
などの媒体配布や、インターネットからのダウンロードなどの方法を利用して、予め各ユ
ーザに所定のソフトウエアを配布しておき、このソフトウエアをユーザが所有するパソコ
ンなどに組み込むことにより、そのパソコン自身がサービス提供手段３０として機能する
ようにしておくこともできる。この場合、ユーザはサービス提供手段３０（パソコン）に
対して直接識別コードを入力する操作を行うことになり、サービス提供手段３０から直接
サービスの提供を受けることになる。
【００５１】
(6) 　上述の実施形態は、２組の事業者について本発明を実施したものであるが、本発明
は、複数の事業者が出荷する商品についてそれぞれ各事業者固有の識別コードを付加する
ようにし、複数の事業者によって共通のキャンペーンを展開できるようにした点が特徴で
あり、このキャンペーンに参加する事業者は必ずしも２組である必要はない。３組以上の
事業者が共通のキャンペーンを展開し、各事業者がそれぞれ固有の識別コードを商品に付
加するようにしてもかまわない。この場合、ユーザに対するサービスの提供は、キャンペ
ーンに参加している全事業者の識別コードが入力されることを条件として行ってもよいし
、一部の事業者の識別コードが入力されることを条件として行ってもよい。もちろん、入
力された識別コードの数や種類に応じて、提供するサービスの内容を変えることも可能で
ある。
【００５２】
【実施例】
最後に、図１に示すインターネットを利用した実施形態について、より具体的な実施例を
いくつか述べておく。以下の各実施例は、前述した実施形態３，３＊，３＊＊に関するも
のであり、菓子および玩具を購入したユーザが、パソコンを端末装置５１として利用して
、サービス提供手段３０としてのサーバ装置にアクセスし、商品に付加されていた識別コ
ードを入力することにより、ゲームの提供、クイズの提供、または易情報の提供などのサ
ービスを受ける、という実施形態に係るものである。いわば商品に付加されていた「電子
おまけ」として、ゲームの提供、クイズの提供、易情報の提供などが行われることになる
。
【００５３】
(1) 　基本概念：２つの識別コードで別の世界が展開する。１つの識別コードだけでもス
テージを体験できるが、２つの識別コードを取得して２つのステージを体験することによ
り、第３のステージへと進めるようなサービス。たとえば、識別コードＩＤ（Ａ）の入力
によりステージＸの体験（第１属性のサービス）ができ、識別コードＩＤ（Ｂ）の入力に
よりステージＹの体験（第２属性のサービス）ができ、両ステージをクリアすることによ
り、ステージＺの体験（第３属性のサービス）ができる。
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具体的には、たとえば、キャラクタの成長過程を楽しむ育成ゲームを提供する。識別コー
ドＩＤ（Ａ）を入力すると、第１属性のサービス、すなわち、学校ステージの育成シミュ
レーションゲームが提供され、識別コードＩＤ（Ｂ）を入力すると、第２属性のサービス
、すなわち、会社ステージの育成シミュレーションゲームが提供される。そして、学校ス
テージと会社ステージの双方をクリアすると（当然、その時点までには、識別コードＩＤ
（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の双方が入力されていることになる）、生活ステージの育成シミュレ
ーションゲームが提供される（第３属性のサービス）。この生活ステージへ入ると、更に
別な識別コードＩＤ（Ｃ）が提供され、この識別コードＩＤ（Ｃ）を入力することにより
、仮想都市空間内でビジネスを行うようなシミュレーションが可能となり、他のプレーヤ
とのコミュニケーションを行うことも可能になる。
あるいは、クイズゲームを提供する。識別コードＩＤ（Ａ）を入力すると、第１属性のサ
ービス、すなわち、全国グルメ編クイズの出題がなされ、識別コードＩＤ（Ｂ）を入力す
ると、第２属性のサービス、すなわち、全国乗り物編クイズの出題がなされる。更に、こ
の２つのクイズジャンルからの出題が完了すると、あるいは所定の正解率でクリアできる
と（当然、その時点までには、識別コードＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の双方が入力されてい
ることになる）、プレゼント付きクイズの出題がなされ（第３属性のサービス）、ここで
正解率が高い場合には、プレゼントを得ることができる。あるいは、更なるクイズに挑戦
するために必要な更に別な識別コードＩＤ（Ｃ）が提供される。
【００５４】
(2) 　基本概念：２つの識別コードで１つのものをつくりあげる。たとえば、識別コード
ＩＤ（Ａ）の入力によりパーツＸの創造（第１属性のサービス）ができ、識別コードＩＤ
（Ｂ）の入力によりパーツＹの創造（第２属性のサービス）ができ、パーツＸ，Ｙの合成
により１つのものの創造（第３属性のサービス）ができる。
具体的には、たとえば、キャラクタの形成過程を楽しむ育成ゲームを提供する。識別コー
ドＩＤ（Ａ）を入力すると、第１属性のサービス、すなわち、頭脳形成ステージへ進むこ
とができるようになり、キャラクタの頭脳的なパラメータの設定ができるようになる。ま
た、識別コードＩＤ（Ｂ）を入力すると、第２属性のサービス、すなわち、体型形成ステ
ージへ進むことができるようになり、キャラクタの体型的なパラメータの設定ができるよ
うになる。キャラクタについての頭脳と体型とをバランスよく組み合わせることにより（
当然、その時点までには、識別コードＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の双方が入力されているこ
とになる）、オリジナルキャラクタを完成させることができる（第３属性のサービス）。
完成したオリジナルキャラクタについてはランキングを行い、上位にランキングされたキ
ャラクタについては、アニメの番組などで使用されるなどの特典が得られる。
【００５５】
(3) 　基本概念：２つの識別コードで合格チャンスが上がる。たとえば、識別コードＩＤ
（Ａ）の入力によりジャンルＸへの挑戦（第１属性のサービス）ができ、識別コードＩＤ
（Ｂ）の入力によりジャンルＹへの挑戦（第２属性のサービス）ができ、両ジャンルＸ，
Ｙの解答結果により合格（第３属性のサービス）ができる。
具体的には、たとえば、賞品付クイズゲームを提供する。識別コードＩＤ（Ａ）を入力す
ると、第１属性のサービス、すなわち、全国グルメ編クイズの出題がなされ、識別コード
ＩＤ（Ｂ）を入力すると、第２属性のサービス、すなわち、全国乗り物編クイズの出題が
なされる。合計正答数が５０を越えると賞品がもらえる。全国グルメ編クイズでは正答数
が４０問、全国乗り物編クイズでは正答数が３０問、というような場合、一方の識別コー
ドだけでは、賞品獲得はできないが、両方の識別コードを取得することにより、全正答数
は７０問となり、賞品を獲得する（第３属性のサービス）ことができるようになる。
【００５６】
(4) 　基本概念：２つの識別コードで参加権と関連情報入手が可能。１つの識別コードに
よって、何らかのゲームへの参加権が得られ、もう１つの識別コードによって、当該ゲー
ムについての関連情報の入手が可能になる。たとえば、識別コードＩＤ（Ａ）の入力によ
りゲームへの参加権Ｘが得られ（第１属性のサービス）、識別コードＩＤ（Ｂ）の入力に
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より関連情報Ｙが得られ（第２属性のサービス）、参加権Ｘと関連情報Ｙとの双方が得ら
れることによりゲームの目標をクリアする（第３属性のサービス）ことができ、更に次の
ステージへと進むことができる。
【００５７】
(5) 　基本概念：２つの識別コードではじめて全機能が使える。１つの識別コードだけで
は、それぞれ一部の機能しか利用できないが、両方の識別コードによって全機能が使える
ようになる。たとえば、他のユーザとコミュニケーションをとることができるサービスに
おいて、識別コードＩＤ（Ａ）の入力により、自己のメッセージをパーソナルページに掲
載するとともに、他人のパーソナルページを閲覧する機能が得られ（第１属性のサービス
）、識別コードＩＤ（Ｂ）の入力により、他人のパーソナルページに対して自己の意見を
送信する機能が得られ（第２属性のサービス）、両識別コードＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ｂ）の
入力により全機能が得られる（第３属性のサービス）。あるいは、オークションの場を提
供するようにし、一方の識別コードでは出品、他方の識別コードでは購入、両方の識別コ
ードでは出品とともに購入ができるようにする。
【００５８】
(6) 　基本概念：複数の識別コードパターンの組合せにより展開が変化する。識別コード
ＩＤ（Ａ）、ＩＤ（Ｂ）に複数のパターンを用意しておき、その組合せにより異なるサー
ビスを提供する。たとえば、ＲＰＧゲームにおいて、ＩＤ（Ａ１）の入力によりステージ
１のプレイが可能になり、ＩＤ（Ａ１）およびＩＤ（Ａ２）の入力によりステージ２のプ
レイが可能になり、ＩＤ（Ｂ１）の入力によりステージ３のプレイが可能になり、ＩＤ（
Ｂ１）およびＩＤ（Ｂ２）の入力によりステージ４のプレイが可能になり、ＩＤ（Ａ１）
，ＩＤ（Ａ２），ＩＤ（Ｂ１），ＩＤ（Ｂ２）の入力によりステージ５のプレイが可能に
なる。
【００５９】
(7) 　基本概念：識別コードの入力順に応じて展開が変化する。たとえば、ＲＰＧゲーム
において、ＩＤ（Ａ）の入力によりステージ１のプレイが可能になり、ＩＤ（Ｂ）の入力
によりステージ２のプレイが可能になり、ＩＤ（Ａ）→ＩＤ（Ｂ）の順に２つの識別コー
ドを入力することによりステージ３のプレイが可能になり、ＩＤ（Ｂ）→ＩＤ（Ａ）の順
に２つの識別コードを入力することによりステージ４のプレイが可能になる。また、識別
コード自体に「当たり／ハズレ」をつけておき、「ハズレ」の場合にはステージ体験がで
きないようにしてもよい。
【００６０】
(8) 　基本概念：複数の識別コードパターンを用意し、各パターンの組合せごとに結果を
判断。たとえば、ＩＤ（Ａ１）ａｎｄＩＤ（Ｂ１）の組合せについては結果１を、ＩＤ（
Ａ１）ａｎｄＩＤ（Ｂ２）の組合せについては結果２を、ＩＤ（Ａ２）ａｎｄＩＤ（Ｂ１
）の組合せについては結果３を、ＩＤ（Ａ２）ａｎｄＩＤ（Ｂ２）の組合せについては結
果４を、それぞれ提示する。
具体的には、たとえば、相性占いゲームを提供する。ＩＤ（Ａ１）ａｎｄＩＤ（Ｂ１）の
組合せについては「残念。最悪の相性です」なる結果を提示。ＩＤ（Ａ１）ａｎｄＩＤ（
Ｂ２）の組合せについては「ガンバレば吉」なる結果を提示。ＩＤ（Ａ２）ａｎｄＩＤ（
Ｂ１）の組合せについては「まずまずですな」なる結果を提示。ＩＤ（Ａ２）ａｎｄＩＤ
（Ｂ２）の組合せについては「相性抜群」なる結果を提示。
【００６１】
【発明の効果】
　以上のとおり、本発明に係る商品についての付加サービス提供システムによれば、いわ
ゆる「電子おまけ」として、電子情報メディアへの利用に適した付加価値を商品に付与す
ることができるようになり、複数の事業者の連携により効果的な販売促進が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る商品についての付加サービス提供システムの基本構成
を示すブロック図である。
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【図２】図１のサービス提供手段３０のもつ３つの機能を示す図である。
【図３】図１のサービス提供手段３０によるサービス提供形態の例を示す図である。
【図４】図３に示すサービス提供形態の変形例を示す図である。
【図５】図３に示すサービス提供形態の更に別な変形例を示す図である。
【符号の説明】
１０…第１の識別コード発生手段
１１…第１の識別コード付加手段
２０…第２の識別コード発生手段
２１…第２の識別コード付加手段
３０…サービス提供手段（サーバ装置）
４０…インターネット
５１～５３…端末装置
ＩＤ（Ａ），ＩＤ（Ａ１），ＩＤ（Ａ２）…第１の識別コード（第１の事業者Ｘの商品ｘ
に付加される識別コード）
ＩＤ（Ｂ），ＩＤ（Ｂ１），ＩＤ（Ｂ２）…第２の識別コード（第２の事業者Ｙの商品ｙ
に付加される識別コード）
Ｘ…第１の事業者（菓子メーカー）
Ｙ…第２の事業者（玩具メーカー）
ｘ…第１の事業者の商品（菓子）
ｙ…第２の事業者の商品（玩具）

【図１】 【図２】

【図３】
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